高齢者用肺炎球菌予防接種を受ける前に
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　肺炎球菌感染症とは、「肺炎球菌」という細菌によって引き起こされる病気です。肺炎球菌は肺炎、中耳炎、副鼻腔炎、髄膜炎などを起こす細菌の一つで、特に肺炎球菌による肺炎は、成人肺炎の２５～４０％を占め、高齢者での重篤化が問題になっています。

肺炎球菌ワクチン予防接種とは…
　高齢者の肺炎の中で、最も頻度の高い「肺炎球菌」という細菌感染を予防するワクチンです。肺炎球菌には１００種類以上の型がありますが、定期接種で使用される沈降２０価肺炎球菌結合型ワクチン（PCV20）は、そのうちの２０種類の型に対して免疫をつけることができます。この２０種類の型は、成人侵襲性肺炎球菌感染症※の原因のうち、約５～６割を占めるという研究結果があります。肺炎のすべてを予防するワクチンではありませんが、接種することによって、重症化防止などの効果が期待されます。このワクチンは１回０.５mlを筋肉内に注射します。
　１回接種すれば、効果はほぼ一生にわたって持続するといわれています。インフルエンザのように毎年接種する必要はありません。肺炎球菌に対する免疫ができると、肺炎にかかっても軽い症状で済む効果があります。

※成人侵襲性肺炎球菌感染症：肺炎球菌が血液や髄液など通常は無菌の部位に侵入し、敗血症、髄膜炎、菌血症を伴う肺炎などを引き起こす重篤な感染症。高齢者や免疫が低下した成人に多く、急速に重症化し、死亡や後遺症のリスクが高い疾患で、ワクチンによる予防が有効。

ワクチンの副反応
　副反応としては、注射部位の痛み、筋肉痛、倦怠感が３０％以上の割合で認められます。頭痛、関節痛や、打った部位が腫れることもあります。
接種後に気になる症状が現れた場合には、接種した医療機関へお問い合わせください。

※予防接種を受けることができない方
　①明らかに発熱している方（通常は３７.５℃を超える場合）
　②重い急性疾患にかかっている方
　③このワクチンの成分またはジフテリアトキソイドによってアナフィラキシー（通常接種後３０分以内に出現する呼吸困難や全身性のじんましんなどを伴う重いアレルギー反応のこと）を起こしたことがある方
　④その他、かかりつけの医師に予防接種を受けない方がよいと言われた方

上記の予防接種内容をよく読み、過去の接種歴を確認しましょう。
接種する際は、医師から十分に説明を受け、必要性をよく理解・納得した
上で体調のよいときに接種してください。

高齢者用肺炎球菌予防接種を
希望される方へ
※　受ける前に必ずご確認ください　※

1 　対象者は接種日に満６５歳の方または、６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸器などの機能に障がいのある身体障害者手帳1級程度の方です。
②　過去に町の助成を利用して「高齢者用肺炎球菌予防接種」を受けたことのある方は対象になりません。
③　医療機関の接種料金から４，０００円を差し引いた額が請求され
ます。
4 　この裏面の説明書をよく読んでから、予診票の質問事項欄を　　　
記入してください。
⑤　接種後に受け取る接種済証は大切に保管してください。
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裏面（説明書）もご覧ください　⇒
